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5 月 24 日（土）午後、チューリップ公園内、中島家で、平成 20 年度総会を

開いた。17 名参加した。 

冒頭、柏樹直樹代表幹事が、福光・中村淳氏宅での植樹行事は、倶楽部の重

い責任のついてまわる仕事、子ども達もふくめ沢山の参加も意義深い結果を残

した。今年も「カイニョと共に暮す人づくり」をめざし、活動を続けたい。益々

倶楽部の理念が輝き、期待される時代になっている。大いに活動し、世間に発

信しようと挨拶した。 

続いて、天野一男事務局長より一年間の活動と会計報告があり、和田健氏が

監査報告した。事務局長から補足説明に、年会費 1,000円は、催し案内と会報

発行送付料になっていること、例会ごとに会費を出し合って運営していること、

何名かの方のご寄付のあること、について補足説明があった。 

そして、下記の次年度活動計画が提案され、共に確認された。 

平成 20 年度の活動 

○7 月 5 日（土）富田利彦宅の見学と福野園芸植物園での勉強会 

○10 月下旬：カイニョ掃除 

○平成 21 年 4 月：植樹会 

また、会員の武部義昭さんがアテ苗を育ててみえることが報告され、希望者

を募った。また、アテ 3 本を中島家の屋敷内に植えることが話しあわれた。 

総会後、古川春夫先生・「中国青藏鉄道と雲南省シャングリラ」と題した  

記念講演を聴いた。4 時すぎに総会を終えた。 

×××××××××××××××××××××××××××××××× 

ご案内 ＜旧家富田利彦さん宅の見学と福野植物園へ＞ 

□日時・７月５日（土）午前９時 安居（福野）の安居寺下駐車場に集合 

（県道福光～津沢線と福野からの交差点横） 

□場所・富田利彦宅見学（旧宅と屋敷林）（９時～９時５０分）       

   ・福野園芸植物園（１０時～１１時３０分）（見学と勉強会） 

□会費・５００円／一人子供無料（知人・友人・近所の方もお誘い下さい） 

 

「中国青藏鉄道と雲南省シャングリラ」古川春夫先生の講演 

 

平成 19 年 6月 17 日～24 日 チベット地区を旅行した見聞を「中国青藏鉄道

と雲南省シャングリラ」と題して、約 1 時間半の講演。率直な感想と臨場感あ

ふれる内容に興味をさそった。その内容の一部を紹介する。 

 

・ 中国の航空網は地区ごとに区分され、乗継ぎ乗換えが多い。――上海航空、

中国東方航空、中国国際航空、中国南方航空 等 

・ 西寧～ラサ（1,972km）の青藏鉄道にのる。海抜 5,068ｍ（タングラ駅）を

通過、ほとんど海抜 4,000ｍの高地を走る鉄道。 

・ なぜ、長江の源流をさかのぼり、高山帯を走る鉄道をつくったか ――資本

主義的経営をめざし西部の大開発をねらった。この鉄道の開通で外国人観光

客を求め外貨を稼ぐため広州～ラサ(4,980km)の長距離運行をやっている。 

・ 列車（16 輌）は立派だが、便所が少なく不衛生でつまると大変なことをや

っている。列車には酸素吸入の装置が備えられている。 

・ ツンドラ地帯を走るため、散熱木を使った路床やレールの歪み防止策がある。

列車から遊牧民のゲル・ヤクの群れや、チベットカモシカ、チベットロバの

群れが見られた。 

・ 世界最長の凍土トンネル（1,686ｍ）を通過。 

・ 天候変化のはげしい藏北草原とその南に入るとツオナ湖（4,650ｍ）――  

高冷淡水湖。 

・ ラサでは、「ポタラ宮」、「大昭寺」は見る価値が高い。市中心地の八角街は

最大の繁華街。 

・ 西寧では、「東関清真大寺」、「青海省博物館」、「タール寺」が印象深い。 

・ 雲南省のシャングリラ―――主にチベット族が住む。海抜 3,500ｍ 

・ ラサで高山病にかかった―――酸素不足による異常は、体全体を「みょうな」

状況にしてしまう。（同行した新藤正夫さん談－病院へ行かず、手当を受け

ていないと大変な事態になるところだった） 

・ 鉄道開通のメリット――①輸送コストが軽減、②沿線資源の開発、③4,000

㎞の国境防衛、④少数民族の現金収入の増加（出稼ぎ）、⑤観光地化 

・ 開通のデメリット―――①チベットの中国化（漢民族によってチベットの文

化、環境、宗教が破壊）、②チベットの資源の持ち去り（開発の犠牲） 

平成 20 年 6 月発行 発行者 砺波カイニョ倶楽部 代表幹事 柏樹直樹 

事務局 富山県砺波市表町 14-10 電話 0763－33－6588  天野一男建築工房内 

「カイニョと暮す人づくり」をめざし活動を 



 

 

総会の様子 
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ご連絡 

１）行事を土曜日に行うことが続いています。会員から、土曜日は参加 

  できない主旨のご意見も頂いていますので検討中でございます。 

２）当倶楽部のホームページが開設されています。           

アドレスは、http://kainyo.tm-port.net/ ですが、ヤフーやグール

の検索機能を利用すると便利です。 

「砺波カイニョ倶楽部」と入力して下さい。一番始めに出てきます。

３）連絡先のメールアドレスが変更になりました。 

     新―amano.kazuo@ivory.plala.or.jp 

４）当倶楽部が設立され１０年が経過いたしました。 

今までの活動をまとめ、同封いたしました。 

５）年会費の時期になりましたので、振り込み用紙を同封致しました。  

尚、不備な点もあるかもしれませんが、宜しくお願い致します。 

 

 

 

平成２０年度 総会資料 砺波カイニョ倶楽部 

                     平成２０年５月２４日開催 

１）平成１９年度活動報告 

   ５月２０日  総会 講演会「散居とカイニョと人々」 

           砂田龍次先生（散居村ﾐｭｰｼﾞｱﾑ館長） 

   ７月１４日 樹木の見学会（恩光寺・ｻｲｶﾁ・井波大杉・院瀬見大桜）２３名 

  １０月 ６日 １０周年記念植樹会と講演会 

                    「きごころを知る」和田健先生 ２０名 

  １１月１７日 カイニョの掃除「万福寺」 １４名 

  １２月１８日 臨時例会「総務大臣表彰報告と倶楽部のこれからを語る」 

  平成２０年 

   ４月 ５日 植樹会 （中村宅）  ３７名 

２）平成１９年度決算報告（平成１９年５月１日－平成２０年４月３０日） 

  □収入 

     会 費     ９６, ０００ 

     寄付金・御礼  ２５, ０００  大沢・稲垣・小泉   

     例会残金    １８, ５２６    掃除（万福寺）・臨時例会 

     利 子           1６４     

      雑収入             １００ 

     繰越金      １４８,０２９ 

     合 計      ２８７,８１９ 

  □支出 

     総会費      １７,２８０  淨光寺（講演会謝礼） 

     例会費      ５６,８８１   樹木の見学会・１０周年記念植樹と

講演会・植樹会 

     総務大臣表彰    ６,５８９  県への御礼・額     

     通信費      １００,２４０   切手・はがき 

     雑 費       ２９,６２０   コピー・タックシール 

     事務費       １０,０００   金岡５千・天野５千 

     繰越金        ６７,２０９ 

     合 計     ２８７,８１９ 

３）会計監査報告 

   ５月８日に会計監査をしたところ、適切に処理されていたことを、       

ご報告致します。 

                              監事 和田 健 

４）平成２０年度 活動計画(案） 

  １）５月２４日 総会 （１９年度事業報告・決算報告．次年度計画案） 

          講演会 古川春夫先生 

演題 「中国青蔵鉄道と雲南省シャングリラ」 

  ２）７月５日  南砺市（福野）富田利彦宅の民家・カイニョ見学 

及び福野園芸植物園の見学 

  ３）１０月下旬 カイニョの掃除 

  ４）平成２１年４月 植樹会 

http://kainyo.tm-port.net/

